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会
場
ご
案
内

・
会
場
内
に
は
一
般
用
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
、
電
車
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
ご
来
場
下
さ
い
。

・
会
場
一
帯
に
は
足
元
の
暗
い
場
所
、
水
辺
等
の
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

・
会
場
一
帯
で
は
臨
時
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
現
場
の
案
内
表
示
に
ご
注
意
下
さ
い
。

・
道
路
を
横
断
す
る
際
や
道
幅
の
狭
い
場
所
等
で
は
通
行
す
る
自
動
車･

自
転
車
に
ご
注
意
下
さ
い
。

・
荒
天
の
際
に
は
中
止･

変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
前
売
品
は
払
戻
し
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

ご注意

「減ＣＯ２もったいない運動」にご協力下さい会場全体の照明にLEDを使用していますもしもの時は・・・
★ゴミの分別・持ち帰り　自分で出したゴミは会場内のエコステーションで、
　又は持ち帰って分別収集・再利用にご協力下さい。
★エコバッグ　マイはし・マイコップ会場内の買物や屋台飲食のご利用に「エコ
　バッグ」「マイはし」「マイコップ」のご用意で、省資源と減CO2にご協力下さい。

第1回開催時の
1/10の消費電力です。
献灯まつりは節電にも
配慮しています。

地震が起きたら
・落ち着いて石灯篭、鳥居、古い建物などから離れましょう
・子ども達の手をつないで保護しましょう　　　　
・川沿いのガケ崩れや地割れに注意しましょう
・揺れが収まったら案内に従ってゆっくり移動しましょう!

　江戸時代、水運で栄えた松戸宿には、毎年夏の盛りに「とうもろこし市」が立ちました。
　元々は松龍寺境内「すくも塚観音」の縁日「四萬六千日」の催しの一つでした。この観音様は松戸二丁目の「すくも塚」（籾殻の山）の中か
ら示現し松龍寺境内に移されたと云われ、いつの頃からかこの縁日は松戸宿の風物詩となりました。
　時代は平成となり、地元町会の盆踊りとともに継承されたこの行事も後継者不足が深刻になりました。一度は中断も議論されましたが、一方
では清流化の事業が順調に進み、坂川もきれいな水を取り戻すなかで、行事を続けようとする機運も高まりを見せていました。
　伝統も継承しつつ、坂川の流れに多数のあんどんやちょうちんを掲げ、自然の恵みや坂川を開いた先人たちに感謝の気持ちを表そうと旧松戸
宿各町会の有志の意見が一致し、平成18年、新たに「献灯まつり」として再出発しました。この名前は、観音様の縁日に皆で献灯を行なった言
い伝えにちなんだものです。
　とうもろこし市、とうろう流し、縁日屋台などとともに、夏の夕涼みのひととき松戸の原風景である水辺の風情を多くの方に再発見して頂き
たいと思います。昔の人々も夏の同じ日に感謝の気持ちを込めて献灯をしたことに思いを巡らせて頂ければ何よりです。

と
は
?

右記のぼり旗のある会場周辺のお店（8月8日まで）と、
ホームページで「とうろう」を販売中です。
http://www.kentou.org/ 
＜開催当日は会場内で販売、組み立て済みもご用意します＞

8/9・10
松戸宿坂川沿道（春雨橋～松戸神社周辺～松龍寺周辺～レンガ橋）
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キテミテマツド通り

縁日屋台
8/9～10 午後1時～8時半
坂川沿道・松龍寺参道
おまつりのお楽しみ!! 
沿道各所に屋台がでます!!
商店会・町会有志等の出店です。
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ご注意

会場案内
とうろう販売所

松
先
稲
荷
参
道

春雨橋親水ひろば ステージ
8/9～10　午後5時～9時
 　　　　　　 開会式8/9(水) 午後6時半～

献灯まつり恒例。春雨橋親水ひ
ろばのデッキをステージに、太
鼓演奏や歌などをご披露します。
皆さんで夕涼みのひとときを楽
しくお過ごしください。

四萬六千日献灯 8/9～10 午後6時～8時半
松龍寺境内に点灯

松龍寺境内に竹あんどんが並びます
献灯まつりの由来である観音様のご縁日
（四萬六千日）に松戸宿の人々は松龍寺
境内の観音堂に感謝の灯りを奉納（献灯）
し参詣したと言われています。今ではこ
の灯りが献灯提灯やとうろう流しなどに
姿を変えて賑わいますが、境内では昔な
がらの静かな献灯に囲まれて心穏やかに
ご参拝ください。(協力：戸定アートプロジェクト）
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宝光院 善照寺明治維新は150年ほど昔。最後の将軍、徳川慶喜が江戸を去り郷里水戸に向かう途中、松戸で一泊したと伝えられます。
当時江戸から水戸道中を下る大名の旅では初日に松戸よりも先の宿場に泊まるのが通例なのに、なぜ慶喜公がわざわざ
松戸宿を選んだのか、どうして松戸宿本陣に宿泊したという記録が残っていないのかは今も謎のままです。

イベントの最新情報は↑WEBサイトで

キテミテマツド
とうろう
組立・販売所

あなたも
慶喜公気分
徳川昭武が実兄の
徳川慶喜の後ろ姿を
撮影した場所
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(2023年)
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むかしの遊び 三丁目の夕日屋

昭和の頃の縁日のような
昔の遊びを楽しみましょう。

8/9～10 午後3時～6時  松先稲荷境内

午後6時～
　　8時半

縁
日
屋
台

無料!

献灯箱あんどん
7/15～8/10 午後7時～11時点灯  稲荷橋付近の坂川沿道ほか
近隣の小学生や絵画教室の子どもたちが、楽しい絵を心を込めて描いてくれました。　

地域の企業や商店などの皆さんのご協賛で、約250灯の献灯提灯が並びます。
ご協賛のお申込みは7月8日（土）まで受付しています。
事務局(047-362-5356)にお問合せ下さい。

西蓮寺

献灯提灯 7/15～8/10 午後7時～11時点灯
坂川ひろば前・松龍寺参道

ご協賛募集中!

午後1時～9時

午後4時～8時

松龍寺ゆかりの戸定が丘にも是非お出かけください。

ゆかたde戸定

2023年7月8日(土)～9月3日(日)まで

8月9・10日の2日間、ゆかた着用で
ご来館の方は入館無料です。

入館時間／9:30～16:30
月曜休館(祝日開館、翌平日に休館します。)
入館料／歴史館一般150円
　　　　戸定邸一般250円
　　　　(共通券他、各種割引あり)

夏季展「殿様たちの自由時間-植物をめぐるモノ語り」

国指定重要文化財「戸定邸」

参道と境内は
飲食禁止

三丁目西
自治会館

とうもろこし市
午後4時～8時半(売切終了)

四萬六千日献灯
午後6時～8時半

おやこ縁日
午後1時～6時

ステージ
午後5時～9時

むかしの遊び
三丁目の夕日屋
午後3時～6時×


